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球陽高校
SSH通信 どんな真実も、発見してしまえば誰でも

簡単に理解できる。大切なのは、発見す
ることなのだ。

ガリレオ・ガリレイ

偉人の言葉

SHで取り組んでいる各研究分野を紹介S

▲ 実験データを見ながら分析している様子

生物

Q. どんな分野ですか？

生物を対象にする研究をします。生物をどういう視点
で分析するかによって様々な研究アプローチがありま
す。生物の生き方を調べる場合は生態学、生物の成分
について調べる場合は生化学、生物の体内で起こって
いる現象を調べる場合は生理学、DNAなどに着目して
調べる場合は分子生物学・遺伝学、生物の種類につい
て調べる場合は分類学などです。

Q. これまでにあった研究を教えてください。
・球陽高校構内のアリ相の経年変化に関する調査
・オオバギMacaranga tanariusの被食率と花外蜜腺の関係に

ついて
・オガサワラゴキブリから出てきたにょろにょろ生物は何なのか?
・ガジュマルコバチ以外にも送粉コバチはいるか
・クワズイモから効率よく バイオエタノールを作る 
・プラナリアにおける多眼個体の発生条件
・ヤドカリの種における殻の好み
・沖縄の植物でクーラーのカビを防ごう!
・PCR-RFLP法をもちいた球陽高校周辺に生息するミミズの識

別方法の確立
・エンドウ種皮におけるリュウキュウマツ由来抽出物の影響

★ こんな人が向いているかも

生き物が好きな人、地道にデータをとり続けられる人、生き
物のお世話ができる人

★ 注意するところ

飼育や栽培をサボると、生物はすぐに死んでしまいます。大
切な命です。大事に扱えないのであれば、生物分野は正直お
断りです。実験や観察などを行う場合は、周囲に配慮が必要
なシーンがたくさんあります。自分たちのやりたいようにす
るのではなく、関係する人達との連携は忘れないで下さい。

★ 実験の様子

▲ 対象生物を観察している様子

▲ サンプリングしたマイクロプラスチックを観察する様子

地学

Q. どんな分野ですか？

地球科学（地震、火山、岩石、土壌、化石、環境、気
象、天文）全般を扱います。研究テーマによっては、
物理や化学、生物の知識を要求されることもあり「総
合科学」と捉えてもいいでしょう。研究を進めていく
上で、中学・高校の教科書の範囲を飛び越え、学術論
文の講読など高度な知識が要求されることもあります。
何よりも地学の分野は屋外での作業や室内での緻密な
作業を要する研究もあります。

Q. これまでにあった研究を教えてください。
・沖縄「ヤチムン」と土壌
・土壌と植物～身近なものからｐＨを調整する～
・赤土流出とろ過
・土壌に含まれる塩類の伝導性
・ビスマス鉱石の結晶化ー結晶形成時の条件ー
・沖縄の地震についてー沖縄トラフと南海トラフの震源分布からみる

プレートの沈み込みの予想ー
・降水量による沖縄の土砂災害ー沖縄本島のがけ崩れー
・川のマイクロプラスチックー川でのマイクロプラスチック回収方法の

開発と比謝川における被害状況ー
・地球温暖化ー紫外線・赤外線と温室効果ガスによる温度変化ー

★ こんな人が向いているかも

研究を進めていく上で大変なこともあります。思うような結
果が出ないことも・・・。研究を一緒に進めていく仲間と切
磋琢磨しながら、ポジティブに考え、状況を打破していく過
程を楽しめる人が向ています。。

★ 注意するところ

屋外作業を伴う場合があります。土日や夏場にサンプリング
や観察を行うこともあり、体力を要する場面もあります。

★ 実験の様子

※理数科1年生はこの記事や12/16の発表会など分野選択の参考にしてください。


